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議案第 5号の答申について 

 

 

①他地域の再編に影響が及ぶ場合、この会議でどこまで決められるのか。 

   ⇒本会議では、北統合中地域における現状の課題を踏まえ、今後の望ましいあり方につ

いて議論いただき、その結果を北統合中地域の意見として答申していただきます。 

議案第 5号においては、あくまで北統合中地域（5学区）についての方向性を諮問するも

のですが、仮にその方向性が他地域の再編に影響が及ぶような内容であっても、答申する

ことは可能です。 

 

 

②答申した後はどのように進んでいくのか。 

⇒答申については、北統合中地域の意見として受け取り、市内部において改めて方向性

について精査し、検討を進めてまいります。他地域の再編が関係する場合、南統合中地域

および東統合中地域の動向や意見も包括的に勘案する必要があるため、答申の内容が直

ちに確定的な方針となるものではなく、総合的な判断を経て最終決定します。 

 

 

③新築する場合、建物が建つまでの間は干潟中の救済措置として一旦既存校へ統合して

はどうか。 

   ⇒一時的な統合は、生徒・保護者に負担や混乱が生じることに加え、学校運営上の煩雑

化を招く懸念があります。また、受け入れ体制の整備に要する経費が二重投資となることか

ら、行政資源の効率的活用の観点からも課題が多いと考えます。 
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今後の方向性パターン（追加）　※委員意見より

2026 2031 2036

①中央小・干潟小・豊畑小・

富浦小・矢指小
二中 663 644 527

統合改修

15億円

②共和小・琴田小・ひかた椿

小・うなかみ小・三川小・飯岡

小

海上中 739 633 511
増築

30億円

　

①中央小・干潟小・豊畑小・

富浦小・矢指小
二中 663 644 527

統合改修

15億円

②共和小・琴田小・ひかた椿小 新築 327 258 226
新築

70億円
（市負担37.5億）

③うなかみ小・三川小・飯岡小 海上中 412 375 285
統合改修

15億円

①中央小・富浦小・矢指小 一中 444 430 364
統合改修

15億円

②干潟小・豊畑小・共和小・

琴田小・ひかた椿小
二中 546 472 389

統合改修

15億円

③うなかみ小・三川小・飯岡小 海上中 412 375 285
統合改修

15億円

①中央小・富浦小・矢指小 一中 444 430 364
統合改修

15億円

②干潟小・豊畑小・共和小・

琴田小
二中 412 369 325

統合改修

15億円

③ひかた椿小・うなかみ小・

三川小・飯岡小
海上中 546 478 349

増築

20億円

共和、琴田は

二中を活用、

干潟中は海上

中を活用

３
校

・５つの学区で中学校を新設

・統合時期目安：2036年頃

　　　　　　　（用地取得の見通しがつきにくく時間がかかる）

〇他地域の再編に影響はないため単独で進められる

×初期費用が大きい

×人数が少なく将来的に小中一貫や再統合が必要となる

5つの学区で

二中を活用

３
校

【参考】一中の活用を想定　※一中の活用については南統合中における検討事項となります

第4回会議での委員意見より

備考パターン 学区図 中学校配置数／対象学区 学校位置
生徒数推計

初期費用

E

５つの学区で

海上中を活用

2

校

・５つの学区で海上中校舎を活用。

・統合時期目安：2031年頃

　（東統合中の進捗状況を踏まえつつ進める必要がある）

・スクールバスを運行検討

・一部地域で二中への通学も選択可能にするか検討

〇２校の生徒数が等しくなる

〇海上中は敷地面積が広く整備しやすい

×海上中の増築が必要となる

基本方針
３
校
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令 和 ８ 年  月   日 

旭市教育委員会 

教育長 向後 依明 様  

 

（仮称）北統合中学校学校再編代表者会議   

会 長              

 

今後の方向性について（答申） 

 

令和８年 5月 20日付け旭教総第 392号で諮問されました標記の件について、 

（仮称）北統合中学校学校再編代表者会議で審議したところ、下記のとおり決定しましたの

で答申します。 

記 

 

新築する場合 

 以下の条件であれば、北統合中学校を新築することに賛成する。 

 例）学区の見直し ※Ａパターン 

  基本方針のとおりの５学区では、将来的な生徒数が少ないため、対象学区の見直

し及び柔軟な学区制度を導入すること。 

 例）新たに土地を購入することの見直し ※Ｂパターン 

  土地購入に係る費用、期間を勘案すると、干潟中学校を建て替えて、費用と期間を

最小限に抑えること。 

 

新築しない場合 

将来的な生徒数、費用を勘案し、既存の中学校を活用した、以下の組み合わせを提

案する。 

 例）琴田・共和・中和・萬歳・古城 ⇒二中 ※Ｃ、Eパターン 

 例）琴田・共和 ⇒二中 中和・萬歳・古城 ⇒海上中 ※Ｄ、Fパターン 

 例）琴田・共和・中和・萬歳・古城 ⇒海上中 ※Gパターン 

 

 

その他要望 

・干潟中学校の生徒数の減少が今後さらに進むことが見込まれるため、スピード感

を持った対応を要望する。 

・通学時の安全確保や熱中症対策のため、可能な限りスクールバスの運行を要望す

る。 


